
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 11 気体①  

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（愛知県 B） 

解答は次のページ 
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（1）「塾技 11  」（2）および，p173「用語チェック」塾技 11の 4.質量保存の法則を参照。 

化学反応では，反応の前後で物質をつくる原子の組み合わせは変化するが，全体の原子の数は変化

しないので，物質全体の質量は変化しない。これを，質量保存の法則という。 
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（2）混ぜ合わせることで気体が発生するものは，ふたを開ける前後で質量が変化する。 

a：酸素が発生するため，ふたを開ける前後で質量が変化する。 

b：水素が発生するため，ふたを開ける前後で質量が変化する。 

c：中和が起こり，水と塩化ナトリウムが生じるが，気体は発生しないので質量は変化しない。 

d：水に塩化ナトリウムが溶けるだけで，化学変化は起きない。 
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（3）「塾技 11  」（1）より，二酸化炭素が

発生することがわかる。発生する二酸化

炭素の質量は，表 2 で，反応前の質量か

ら反応後の質量を引けば求められる。 

石灰石の質量と，発生した二酸化炭素の

質量の関係をグラフで表すと，右のよう

になる。グラフより，実験 2 で使用した

塩酸 50cm3には，最大で 5.0gの石灰石が

溶けることがわかる。 
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（4）実験 2で使用した塩酸の 2倍の濃度の塩酸 50cm3には，最大で 10.0gの石灰石が溶けるので，6.0g

の石灰石はすべて溶ける。溶ける石灰石の質量と，発生する二酸化炭素の質量は比例し，1.0g の石

灰石がすべて溶けると 0.4gの二酸化炭素が発生していることより，6.0gの石灰石がすべて溶けると，

0.4 × 6 = 2.4〔g〕の二酸化炭素が発生する。 
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塾技 11  補充問題 解答・解説 
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